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(57)【要約】
　本発明は、対向する顎（４）のための少なくとも一つ
のガイド（３、３０、３１）を含む支持顎（２）のため
のガイドされたバイトスプリント（１）を製作するため
の方法に関連する。上顎（２）の３Ｄモデル（５）およ
び／または下顎（４）の３Ｄモデル（６）が利用可能で
あり、上顎と下顎の３Ｄモデル（５、６）は、咬合位置
（７）にお互いに配置され、上顎（２）に対する下顎（
４）の咬合動作（１０、１１、１２）をシミュレーショ
ンする仮想咬合器モデル（８）に組み込まれ、バイトス
プリント（１）の３Ｄモデル（１３）は、上顎（２）の
３Ｄモデル（５）および／または下顎（４）の３Ｄモデ
ル（６）を使用して構築され、対向する顎（４）のため
の少なくとも一つのガイド（３、３０、３１）は、コン
ピュータの支援によって、バイトスプリント（１）の３
Ｄモデル（１３）上に自動的に構築される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向する顎（４）のための少なくとも一つのガイド（３、３０、３１）を含む支持顎（
２）用のガイドされたバイトスプリント（１）を製作する方法であって、上顎（２）の３
Ｄモデル（５）および／または下顎（４）の３Ｄモデル（６）が利用可能であり、前記上
顎および前記下顎の前記３Ｄモデル（５、６）が咬合位置（７）において互いに対して配
置され、前記バイトスプリント（１）の３Ｄモデル（１３）が、前記上顎（２）の前記３
Ｄモデル（５）および／または前記下顎（４）の前記３Ｄモデル（６）を使用して構築さ
れ、前記対向する顎（４）の前記少なくとも一つのガイド（３、３０、３１）が、コンピ
ュータの支援によって前記バイトスプリント（１）の前記３Ｄモデル（１３）上に自動的
に構築されることを特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記上顎および前記下顎の前記３Ｄモデル（５、６）が、前記上顎（２）に対して前記
下顎（４）の咬合動作（１０、１１、１２）をシミュレーションする仮想咬合器モデル（
８）に組み込まれることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記支持顎（２）としての、前記上顎（２）上および前記下顎上の前記ガイドされたバ
イトスプリント（１）の延長が、コンピュータの支援によって自動的にまたはユーザによ
って設定されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ガイドされたバイトスプリント（１）の最小厚さが、コンピュータの支援によって
自動的にまたはユーザによって設定されることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項５】
　前記ガイドされたバイトスプリント（１）の所望の咬合位置（７）における咬合開口の
画定された距離が、コンピュータの支援によって自動的にまたはユーザによって設定され
ることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ガイドされたバイトスプリント（１）の前記３Ｄモデル（１３）が、コンピュータ
の支援によって自動的に計算され、前記ガイドされたバイトスプリント（１）が前記支持
顎（２）上の画定された接触領域を覆い、少なくとも一つの局所の咬頭先端が、前記対向
する顎（４）の少なくとも一つの歯（１７）のための支持点（１８）として画定されると
いう条件が満足されなければならないことを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項７】
　前記対向する顎（４）上に構成される前記ガイド（３、３０、３１）の少なくとも一つ
のガイドポイント（１４、１５、１６）が、コンピュータの支援によって自動的にまたは
ユーザによって手動で画定されることを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項８】
　少なくとも一つの移動プロファイル（１９、２０、２１、２２、２３）が各ガイドポイ
ント（１４、１５、１６）に対して画定されることを特徴とする、請求項７に記載の方法
。
【請求項９】
　前記ガイド（３、３０、３１）の表面形状が、前記少なくとも一つの移動プロファイル
（１９、２０、２１、２２、２３）の関数としてコンピュータの支援によって自動的に計
算されることを特徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　少なくとも二つの移動プロファイル（１９、２０、２１、２２、２３）が、各ガイドポ
イント（１４、１５、１６）の二つの異なる平面において画定され、前記ガイド（３、３
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０、３１）の表面形状が、滑らかな移行が生まれるように、前記二つの移動プロファイル
（１９、２０、２１、２２、２３）の二つの平面間に補間されることを特徴とする、請求
項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記バイトスプリント（１）の構築の間に、前記ガイドされたバイトスプリント（１）
の前記仮想３Ｄモデル（１３）の表面が、前記対向する顎（４）が、画定された範囲内で
、前記仮想咬合器モデル（８）における前記少なくとも一つのガイド（３）に沿って移動
する限り、前記対向する顎（４）の前記３Ｄモデル（６）の表面点が実質的に貫通されな
い程度に、減少されることを特徴とする、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ガイドされたバイトスプリント（１）が、ＣＡＭ機械（３８）などの減法製造法を
使用して、または３Ｄプリンタなどの付加製造法を使用して、前記バイトスプリント（１
）の前記構築された３Ｄモデル（１３）に従って完全に自動的に製作されることを特徴と
する、請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記対向する顎（４）用の前記少なくとも一つのガイド（３、３０、３１）が、コンピ
ュータの支援によって自動的に構築されることを特徴とする、請求項１～１１のいずれか
一項に記載の方法を使用して製作されたガイドされたバイトスプリント（１）。
【請求項１４】
　前記対向する顎（４）の前記ガイド（３、３０、３１）が、請求項６～１１のいずれか
一項に記載の前記少なくとも一つの移動プロファイル（１９、２０、２１、２２、２３）
を使用して、少なくとも一つのガイドポイント（１４、１５、１６）で構築されることを
特徴とする、請求項１３に記載のガイドされたバイトスプリント（１）。
【請求項１５】
　前記ガイドされたバイトスプリント（１）が、ＣＡＭ機械（３８）などの減法製造法を
使用して、または３Ｄプリンタなどの付加製造法を使用して、前記バイトスプリント（１
）の前記構築された３Ｄモデル（１３）に従って完全に自動的に製作されることを特徴と
する、請求項１３または１４に記載のガイドされたバイトスプリント（１）。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、対向する顎の少なくとも一つのガイドを含む支持顎のためのガイドされたバ
イトスプリントを製作するための方法に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　当該技術分野の状態から、ガイドされたバイトスプリントの製作方法が公知であり、こ
こでガイドされたバイトスプリントが咬合器にクランプ留めされ、徐々に調整される。特
に、ガイドトラックは、材料が手動で取り外される咬合器における咬合動作を使用して機
械的に段階的に製作される。
【０００３】
　ＤＥ２０２０１０００６２５０Ｕ１号は、側頭下顎関節の顆状位置を修正するためのガ
イドレールを製作するための装置を開示しており、それにより、装置は、下顎モデルが配
置され、上顎モデルに対するプラットホーム位置が制御装置を使用して変更される位置的
に可変のプラットホームを含む。
【０００４】
　ＤＥ１０２０１３１１２０３２Ａ１号は、バイトスプリントを構築するための方法を開
示しており、ここで二つの顎の３Ｄデータが取得され、互いに対する患者の顎および側頭
下顎関節の位置が取得され、咬合がシミュレーションされ、頭蓋下顎システムの歯の干渉
接触が特定され、バイトスプリントは取得された３Ｄデータを使い、および得られたデー
タのシミュレーションから構築され、その結果、識別された干渉接触が除去される。痛み
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を避けるために、一連の複数のバイトスプリントは、側頭下顎関節の生理学的位置に相互
作用的に近似するように構築され、それによって、一連のバイトスプリントが形状でわず
かに異なり、よって側頭下顎関節は、長期間にわたって小さな個別のステップにおいて生
理学的位置にもたらされる。
【０００５】
　既知の方法の一つの不利点は、ガイドされたバイトスプリントのガイドが、手動の再加
工によって後に加えられることである。
【０００６】
　従って、本発明の目的は、ガイドされたバイトスプリントの精密かつ時間を節約した製
作を可能にするガイドされたバイトスプリントを製作するための方法を提供するための方
法を提供することであり、これによって、特に、バイトスプリントのガイドの手動の製作
エラーが回避される。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明は、対向する顎の少なくとも一つのガイドを含む支持顎のためのガイドされたバ
イトスプリントを製作するための方法に関連する。上顎の３Ｄモデルおよび／または下顎
の３Ｄモデルはすでに利用可能であり、それによって上顎および下顎の３Ｄモデルが互い
に対して咬合位置に配置される。その後、上顎の３Ｄモデルおよび／または下顎の３Ｄモ
デルを使用して、バイトスプリントの３Ｄモデルが構築され、それによって、対向する顎
の少なくとも一つのガイドが、コンピュータの支援によってバイトスプリントの３Ｄモデ
ル上に自動的に構築される。
【０００８】
　ガイドされたバイトスプリントは、支持顎としておよび、よって下顎の対向する顎とし
て上顎上で構築されており、または支持顎としておよび、よって上顎の対向する顎として
下顎上で構築される。
【０００９】
　ガイドされたバイトスプリントは、歯の摩耗、歯ぎしりおよび頭蓋下顎機能不全の歯科
および歯科矯正治療で使用され、マウスガードとしても使用される。
【００１０】
　ガイドされたバイトスプリントは、ミシガンスプリントとすることができ、例えば、筋
肉および関節の痛みおよび不安定な末端咬合を防止するために使用される。ミシガンスプ
リントは、主に弛緩スプリントとして作用する。バイトスプリント上の下顎のガイダンス
は、犬歯の領域で最も頻繁に実施される。
【００１１】
　ガイドされたバイトスプリントはまた、下顎安定化に特に使用されるＤＲＯＳバイトス
プリントであり得る。
【００１２】
　従って、ガイドされたバイトスプリントは、咬合機能不全を防止し、咀嚼筋肉を緩和す
るための弛緩スプリントとして機能する。ガイドされたバイトスプリントはまた、歯の摩
耗によって引き起こされる硬い歯の物質の破壊を防ぐことが意図されている。
【００１３】
　ガイドされたバイトスプリントを使用して、後退する下顎を有する不正咬合または突出
した下顎を有する不正咬合など、異なる不正咬合を治療できる。顎の異常は先天性または
後天性のどちらかであり得る。不正咬合の程度は顎が閉じているときのみ明らかになり、
例えば、開放バイト、または、上顎の歯が、上下逆ではなく、下顎の歯の後ろを噛むとい
う事実によって明らかになる。互いに対する顎の位置および顔の骨に対する顎の位置は、
顔面の輪郭に著しい影響を与える。過剰発達または発育不全が、上顎および／または下顎
に位置するかどうかによって、異なる顔面プロファイルが不正咬合とともに生じる。
【００１４】
　バイトスプリントのガイドは、通常、前歯の面積および／または犬歯の領域内に配置さ
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れ、一般的なバイトスプリントの挿入軸に対して、２０度～４０度で、通常は顎移動の横
方向および／または推進方向における傾斜角度を持ち得る。
【００１５】
　上顎および／または下顎の３Ｄモデルは、前述の方法を実行するためにすでに利用可能
であり、例えば、口腔内３Ｄカメラを使用して測定された。
【００１６】
　二つの顎の３Ｄモデルは、咬合位置において互いに配置され、仮想咬合器モデルに組み
込まれる。例えば、二つの３Ｄモデルを互いに対して配列するために、末端咬合における
患者の二つの顎の横方向の３Ｄ画像を使用することができる。
【００１７】
　対向する顎に対する少なくとも一つのガイドは、コンピュータの支援によって自動的に
構築され、それによって、末端咬合において、バイトスプリントのガイドが不正咬合を修
正するために、対向する顎上で所望の方向に力を及ぼす。
【００１８】
　突出する下顎の場合には、下顎は、不正咬合を修正するために、歯弓の末端に向かって
遠位方向に移動するべきである。後退する下顎の場合、下顎は歯弓の中心に向かって近心
方向に移動するべきである。
【００１９】
　本方法の一つの利点は、ガイドされたバイトスプリントがコンピュータの支援によって
仮想的に構築されており、ＣＡＤ／ＣＡＭ方法を使用それともまたは３Ｄプリンタを使用
してガイドされたバイトスプリントの構築された３Ｄモデルに従って完全に自動的に製作
され得ることである。
【００２０】
　本方法のさらなる利点は、ガイドされたバイトスプリントの少なくとも一つのガイドが
、対向する顎に正確に位置付けられ、正確に適合され得ることである。既知の製作方法と
比較して、ガイドを製作するための材料の時間のかかるステップごとの取り外しが除去さ
れる。
【００２１】
　上顎および下顎の３Ｄモデルは有利なことに、仮想咬合器モデルに組み込まれることが
でき、これは上顎に対する下顎の咬合動作をシミュレーションする。
【００２２】
　仮想咬合器モデルは、側頭下顎関節の動きを模倣する咬合器をシミュレーションする。
互いに対する顎の動きはシミュレーションされ、それによって側頭下顎関節は回転運動（
関節の軸周りの開閉動作）およびスライド運動（前方動作）の両方を遂行することができ
る。側頭下顎関節は、軟骨に覆われた関節ヘッド、同様に軟骨に覆われた関節空洞、およ
び繊維軟骨中間関節椎間板からなる。側頭下顎関節はさらに、靭帯装置、血管および神経
などの軟組織構造から構成される。口が開いている時、関節ヘッドは通常、関節ヘッドに
しっかりと取り付けられる椎間板とともに前方および下方にスライドする。側頭下顎関節
および咀嚼筋肉は、下顎の全ての動きで活性である。これらの動きを仮想咬合器モデルの
助けとともに模倣する意図である。仮想咬合器モデルを作成するために、お互いに二つの
顎の相対的位置を、例えば、異なる開口角に対して測定することができ、従って仮想咬合
器モデルに移される。
【００２３】
　ガイドされたバイトスプリントは次に、顎の二つの３Ｄモデルを使用して、側頭下顎関
節のシミュレーションされた動きを考慮してコンピュータの支援によって仮想咬合器モデ
ルで構築される。
【００２４】
　仮想咬合器モデルの代替として、互いに対する二つの顎の動きも、いわゆる発見的方法
、例えば、互いに向かう顎の二つの３Ｄモデルの並進移動を使用して、計算またはシミュ
レーションすることができる。
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【００２５】
　支持顎としての上顎または下顎上のガイドされたバイトスプリントの延長は、有利なこ
とにコンピュータの支援によって自動的にまたはユーザによって設定され得る。
【００２６】
　従って、支持顎に対するガイドされたバイトスプリントの延長が設定される。延長は、
ガイドされたバイトスプリントの境界を支持顎の３Ｄモデル上に描き出すことによって、
仮想ツールを使用してユーザによって設定され得る。バイトスプリントの延長は、別の方
法として、支持顎の異なる３Ｄモデルのデータベースにアクセスし、バイトスプリントの
延長がすでに画定されている支持顎の適切な３Ｄモデルを選択することによって、コンピ
ュータの支援によって自動的に設定され得る。
【００２７】
　ガイドされたバイトスプリントの最小厚さは、有利なことに、コンピュータの支援によ
って自動的にまたはユーザによって設定され得る。
【００２８】
　従って、バイトスプリントの最小厚さは設定され得る。ユーザは、例えば、最小厚さの
値を手動で入力することができる。別の方法として、最小厚さは、支持顎の測定された３
Ｄモデルを、最小厚さがすでに指定されている異なる支持顎のデータベースと比較するこ
とによって、コンピュータの支援によって自動的に設定することができる。ガイドされた
バイトスプリントは、バイトスプリントの挿入軸に沿ってどこでもある特定の最小厚さを
持つ必要がある。挿入軸は、バイトスプリントが支持顎に配置された時に挿入方向によっ
て画定される。しかし、バイトスプリントの縁部に向けた厚さは、特定の最小厚さより小
さくてもよい。
【００２９】
　ガイドされたバイトスプリントの所望の咬合位置における咬合開口の画定された距離は
、有利にも、コンピュータの支援によって自動的にまたはユーザによって設定され得る。
【００３０】
　従って、咬合開口の画定された距離が定義される。距離は、例えば、ユーザによって入
力されてもよく、または既知の咬合開口を有する異なる支持顎および対向する顎のデータ
ベースと比較して、コンピュータの支援によって自動的に入力され得る。例えば、咬合開
口の距離は、支持顎および対向する顎の対応する咬合接触間の距離によって画定され得る
。
【００３１】
　ガイドされたバイトスプリントの３Ｄモデルは、有利なことに、コンピュータの支援に
よって自動的に計算され得るが、ガイドされたバイトスプリントは、支持顎上の画定され
た接触領域を覆い、少なくとも一つの局所の咬頭先端が対向する顎の少なくとも一つの歯
の支持点として画定されているという条件を満足しておく必要がある。
【００３２】
　従って、ガイドされたバイトスプリントの３Ｄモデルは、条件が満足されるように、コ
ンピュータの支援によって自動的に計算される。画定された接触領域は、それを異なる支
持顎のデータベースと比較することによって、ユーザによって手動で決定されるか、また
はコンピュータの支援により自動的に決定され得る。個々の歯の画定された支持点は、支
持顎上のバイトスプリントの安定した機械的配置を確保する。
【００３３】
　対向する顎上に構成されるガイドの少なくとも一つのガイドポイントは、有利なことに
、コンピュータの支援によって自動的に、またはユーザによって手動で画定され得る。
【００３４】
　従って、ガイドポイントは、それを設定されたガイドポイントを有する異なる支持顎お
よび対向する顎のデータベースと比較することによって、仮想ツールを使用してユーザに
よって手動で、またはコンピュータの支援によって自動的に画定される。
【００３５】
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　有利なことに、少なくとも一つの移動プロファイルを各ガイドポイントについて画定で
きる。
【００３６】
　従って、ユーザは、例えば、仮想ツールの支援によって、各ガイドポイントの移動プロ
ファイルを画定する。移動プロファイルは、顎移動距離に基づいて顎開口の関数として定
義される。従って、移動プロファイルは、顎開口が、対向する顎がバイトスプリントに噛
み合わされる閉鎖した咬合位置に減少したときに対向する顎の望ましい移動経路を定義す
る。望ましい移動経路を得るために、例えば、突出する下顎の場合において、力が遠位方
向に下顎に作用し、後退する下顎の場合において、力が近心方向に作用する。移動プロフ
ァイルは固定平面を通過し、これはガイドポイントを通過し、例えば、挿入軸の方向に沿
って延びる。また、一つのガイドポイントの異なる平面に複数の移動プロファイルを定義
することも可能である。
【００３７】
　ガイドの表面形状は、有利なことに、少なくとも一つの移動プロファイルの関数として
コンピュータの支援によって自動的に計算され得る。
【００３８】
　従って、ガイドの表面形状は、少なくとも一つの設定された移動プロファイルの関数と
して、コンピュータの支援によって自動的に計算される。ガイドされたバイトスプリント
の３Ｄモデルの表面は、ガイドの領域に従って調整またはガイドされることができ、それ
によって、設定された移動プロファイル間の中間スペースを、ガイドの表面形状の滑らか
な移行が製作されるように補間できる。従って、ガイドの表面形状は、構築されたガイド
が、画定された移動プロファイルに従って、バイトスプリントに対しておよび支持顎に対
して対向する顎の望ましい移動経路をもたらすように計算される。
【００３９】
　有利なことに、少なくとも二つの移動プロファイルを各ガイドポイントの二つの異なる
平面に画定することができ、二つの移動プロファイルの二つの平面間のガイドの表面形状
は、滑らかな移行が製作されるような方法で補間される。
【００４０】
　従って、移動プロファイル間の補間は、ガイドの表面形状の滑らかな移行をもたらし、
それによって、支持顎に対する対向する顎の望ましい移動経路が構築されたガイドによっ
て達成される。
【００４１】
　第一の移動プロファイルの第一の平面は、例えば、横方向の移動方向に配置することが
でき、第二の移動プロファイルの第二の平面は、例えば、突起（後および前）の移動方向
に配置することができる。
【００４２】
　バイトスプリントの構築の間、ガイドされたバイトスプリントの仮想３Ｄモデルの表面
は、有利なことに、対向する顎の３Ｄモデルの表面点が、対向する顎が定義された動き範
囲内において仮想咬合器モデルにおける少なくとも一つのガイドに沿って動く限り、実質
的に貫通されない程度に減少され得る。
【００４３】
　従って、ガイドされたバイトスプリントの３Ｄモデルは、ガイドされたバイトスプリン
トが画定されたガイドでおよび、画定された咬合位置において、定義された接触領域で対
向する顎と接触する程度に減少するので、バイトスプリントの干渉領域が減少または除去
される。従って、干渉領域を減少させるためのバイトスプリントの後の手動処理は必要な
い。
【００４４】
　ガイドされたバイトスプリントは、有利に、ＣＡＭ機械などの減法製造法を使用して、
または３Ｄプリンタなどの付加製造法を使用して、バイトスプリントの構築された３Ｄモ
デルにしたがい、完全に自動的に製作することができる。
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【００４５】
　従って、ガイドされたバイトスプリントは、構築された３Ｄモデルに従って完全に自動
的に製作される。
【００４６】
　ＣＡＭ機械を使用する製作については、ブランクがＣＡＭ機械に固定され、ガイドされ
たバイトスプリントが、構築された３Ｄモデルにしたがい、製作されるまで、フライス工
具および／または切削工具によって処理される。３Ｄプリンタを使用する場合、構築され
たバイトスプリントが印刷される。３Ｄプリンタは、例えば、結合剤または追加の組み立
てステップなしで三次元の物体の印刷を可能にする、ＳＬＳ法（選択的レーザー焼結）に
基づいてもよい。バイトスプリントの既存の３Ｄモデルは、特別なスライスソフトウェア
によって多数の水平面に分解され、制御コマンドとして３Ｄプリンタに渡される。その後
、３Ｄプリンタは、物体を層毎に印刷し、それによって粉体床にある個々の粉末粒子が、
高温のレーザーでともに融合される。その後、物体は下降され、新たな粉末層が適用され
る。プロセスは、ガイドされたバイトスプリント全体が完全に印刷されるまで繰り返され
る。３Ｄプリンタはまた、レーザーを使用して、感光樹脂および材料粒子からなる塊を重
合する、光造形法に基づいてもよい。ガイドされたバイトスプリントの材料は、例えば、
適切な硬度を有するプラスチックであり得る。プラスチックの硬度および弾性は、構築さ
れたガイドに沿った対向する顎の正確なガイダンスが可能であるように選択される。バイ
トスプリントはまた、さまざまなプラスチックで作製され得る。
【００４７】
　本発明のさらなる目的は、上述の方法を使用して製作されたガイドされたバイトスプリ
ントであり、それによって、対向する顎の少なくとも一つのガイドがコンピュータの支援
によって自動的に構築される。
【００４８】
　こうしたガイドされたバイトスプリントの利点は、支持顎またはバイトスプリントに対
する画定された移動経路を確保するために、ガイドが正確に位置付けられることである。
【００４９】
　対向する顎のためのガイドは、少なくとも一つのガイドポイントで少なくとも一つの移
動プロファイルを使用して有利に構築され得る。
【００５０】
　こうして、ガイドは、ガイドが対向する顎の望ましい移動経路をもたらすように、画定
された移動プロファイルを使用して構築される。
【００５１】
　ガイドされたバイトスプリントは、有利に、ＣＡＭ機械などの減法製造法を使用して、
または３Ｄプリンタなどの付加製造法を使用して、バイトスプリントの構築された３Ｄモ
デルにしたがい、完全に自動的に製作することができる。
【００５２】
　従って、ガイドされたバイトスプリントは、時間節約様式で完全に自動的に製作され、
それによってバイトスプリントが手動で製作された時に生じうるガイドの製作エラーが回
避される。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
　図面を参照して本発明を説明する。図面は以下を示す。
【図１】図１は、ガイドされたバイトスプリントを製作するための方法を図示するための
スケッチである。
【発明を実施するための形態】
【００５４】
設計例
　図１は、上顎の現在のケースに対して、少なくとも一つのガイド３を含む、支持顎２の
ためのガイドされたバイトスプリント１を製作する方法を示すスケッチを示す。本ケース
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では、バイトスプリント１は、対向する顎４、この場合において下顎を持つ複数のガイド
３を含む。上顎の３Ｄモデル５および下顎の３Ｄモデル６はすでに使用可能であり、口腔
内３Ｄカメラの支援により患者上で測定された。上顎の３Ｄモデル５および下顎の３Ｄモ
デル６は、互いに対して咬合位置７に配置され、仮想咬合器モデル８に組み込まれる。咬
合器モデル８は、明瞭化のための×印として示される、側頭下顎関節９および従って上顎
５に対する下顎６の咬合動作をシミュレーションする。側頭下顎関節９の咬合動作は、回
転運動１０、水平方向における前方移動１１、上顎の３Ｄモデル５に対する垂直方向の移
動１２、および側頭下顎関節９の回転軸方向における横方向移動（図示せず）からなる。
次に、ガイドされたバイトスプリント１３の３Ｄモデル１３は、上顎２の３Ｄモデル５と
、下顎４の３Ｄモデル６とを使用しておよび、咬合器モデル８から上顎２に対する下顎４
のシミュレーションされた移動経路を使用して構築される。続いて、第一のガイドポイン
ト１４、第二のガイドポイント１５および第三のガイドポイント１６は、ユーザによって
手動でまたはコンピュータの支援によって自動でバイトスプリント１の３Ｄモデル１３上
に設定される。バイトスプリントの３Ｄモデル１３上のガイドポイント１４、１５、およ
び１６は、対向する顎４上のそれらの位置に対して設定される。支持顎２の３Ｄモデル５
に対するバイトスプリント１の３Ｄモデル１３の延長は、支持顎２の少なくとも一つの画
定された接触領域が覆われており、顎の開口が画定された値を持つような方法で使用者に
よって手動でまたはコンピュータの支援によって自動で設定される。バイトスプリント１
の３Ｄモデル１３は、局所の咬頭先端が対向する顎４の全ての歯１７の支持点１８として
画定されるような方法で構築される。支持点１８は、反対側の歯１７上の×印として図示
されている。第一のガイドポイント１４については、第一の移動プロファイル１９が第一
の平面に設定され、第二の移動プロファイル２０が第二の平面に設定され、第三のプロフ
ァイル２１が第三の平面に設定される。複数の移動プロファイル２２は、第二のガイドポ
イント１５のための異なる平面で画定される。同様に、二つの移動プロファイル２３は、
第三のガイドポイント１６の異なる平面に画定される。第一の図２４は、移動プロファイ
ルの平面におけるそれぞれのガイドポイントに対するガイドの対向する顎のそれぞれのス
ライド接触ポイントの距離２７による、対向する顎４の開口２６、すなわち、顎間の距離
の関数として、第一の移動プロファイル１９の第一の関数２５の実施例を示す。第一の移
動プロファイル１９の第一の関数２５は、線形的進行を有する。第二の移動プロファイル
２０の第二の関数２８は、指数的な進行を有する。第三の移動プロファイル２１の第三の
関数２９は、Ｓ字型の進行を有する。第一のガイド３の表面形状は、第一のガイドポイン
ト１４の移動プロファイル１９、２０および２１に応じて、コンピュータの支援によって
自動的に計算される。第二のガイド３０は、第二のガイドポイント１５の五つの移動プロ
ファイル２２に応じて計算される。第三のガイド３１は、第三のガイドポイント１６の移
動プロファイル２３に応じて計算される。ガイド３、３０、３１の表面形状は、ガイドの
表面形状の滑らかな移行が製作されるように、隣接する移動プロファイル間の中間領域３
２内で補間される。ガイドされたバイトスプリントの構築は、コンピュータ３３を使用し
て仮想的に実行され、それにより、モニタなどの表示装置３４、およびキーボード３５お
よびマウス３６などの動作要素がコンピュータ３３に接続される。バイトスプリント１の
３Ｄモデル１３の構築は、コンピュータの支援によって自動的におよび／またはカーソル
などの仮想ツール３７を使用してユーザによって手動で実行され得る。バイトスプリント
１の３Ｄモデル１３の構築が完了すると、構造データはＣＡＭ機械３８に転送される。Ｃ
ＡＭ機械３８では、ガイド３で製作されたガイドされたバイトスプリント１が、特殊なプ
ラスチックからなる、ブランク３９から削り出される。ガイドされたバイトスプリント１
は、代替的に３Ｄプリンタを使用して製作され得る。
【００５５】
符号の説明
１　　バイトスプリント
２　　支持顎
３　　ガイド
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４　　対向する顎
５　　３Ｄモデル上顎
６　　下顎の３Ｄモデル
７　　咬合位置
８　　咬合器モデル
９　　側頭下顎関節
１０　　回転運動
１１　　前方移動　
１２　　垂直方向の移動
１３　　バイトスプリントの３Ｄモデル
１４　　第一のガイドポイント
１５　　第二のガイドポイント
１６　　第三ガイドポイント
１７　　歯
１８　　支持点
１９　　第一の移動プロファイル
２０　　第二の移動プロファイル
２１　　第三の移動プロファイル
２２　　移動プロファイル
２３　　移動プロファイル
２４　　図
２５　　第一の移動プロファイルの関数
２６　　対向する顎の開口
２７　　接触ポイントの距離
２８　　第二の移動プロファイルの関数
２９　　第三の移動プロファイルの関数
３０　　第二のガイド
３１　　第三ガイド
３２　　中間領域
３３　　コンピュータ
３４　　表示装置
３５　　キーボード
３６　　マウス
３７　　カーソル
３８　　ＣＡＭ機械
３９　　ブランク
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【図１】

【手続補正書】
【提出日】令和2年7月20日(2020.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向する顎（４）のための少なくとも一つのガイド（３、３０、３１）を含む支持顎（
２）用のガイドされたバイトスプリント（１）を製作する方法であって、上顎（２）の３
Ｄモデル（５）および／または下顎（４）の３Ｄモデル（６）が利用可能であり、前記上
顎および前記下顎の前記３Ｄモデル（５、６）が咬合位置（７）において互いに対して配
置され、前記バイトスプリント（１）の１ピースの３Ｄモデル（１３）が、前記上顎（２
）の前記３Ｄモデル（５）および前記下顎（４）の前記３Ｄモデル（６）を使用して構築
され、前記対向する顎（４）の前記少なくとも一つのガイド（３、３０、３１）が、コン
ピュータの支援によって前記バイトスプリント（１）の前記３Ｄモデル（１３）上に自動
的に構築され、前記ガイドされたバイトスプリント（１）の前記３Ｄモデル（１３）がコ
ンピュータの支援によって自動的に計算され、前記ガイドされたバイトスプリント（１）
は、前記支持顎（２）上の画定された接触領域を覆い、少なくとも一つの局所の咬頭先端
が対向する顎（４）の少なくとも一つの歯（１７）の支持点（１８）として画定されてい
るという条件が満足されなければならないことを特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記上顎および前記下顎の前記３Ｄモデル（５、６）が、前記上顎（２）に対して前記
下顎（４）の咬合動作（１０、１１、１２）をシミュレーションする仮想咬合器モデル（
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８）に組み込まれることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記支持顎（２）としての、前記上顎（２）上および前記下顎上の前記ガイドされたバ
イトスプリント（１）の延長が、コンピュータの支援によって自動的にまたはユーザによ
って設定されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ガイドされたバイトスプリント（１）の最小厚さが、コンピュータの支援によって
自動的にまたはユーザによって設定されることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項５】
　前記ガイドされたバイトスプリント（１）の所望の咬合位置（７）における咬合開口の
画定された距離が、コンピュータの支援によって自動的にまたはユーザによって設定され
ることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記対向する顎（４）上に構成される前記ガイド（３、３０、３１）の少なくとも一つ
のガイドポイント（１４、１５、１６）が、コンピュータの支援によって自動的にまたは
ユーザによって手動で画定されることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項７】
　少なくとも一つの移動プロファイル（１９、２０、２１、２２、２３）が各ガイドポイ
ント（１４、１５、１６）に対して画定されることを特徴とする、請求項６に記載の方法
。
【請求項８】
　前記ガイド（３、３０、３１）の表面形状が、前記少なくとも一つの移動プロファイル
（１９、２０、２１、２２、２３）の関数としてコンピュータの支援によって自動的に計
算されることを特徴とする、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　少なくとも二つの移動プロファイル（１９、２０、２１、２２、２３）が、各ガイドポ
イント（１４、１５、１６）の二つの異なる平面において画定され、前記ガイド（３、３
０、３１）の表面形状が、滑らかな移行が生まれるように、前記二つの移動プロファイル
（１９、２０、２１、２２、２３）の二つの平面間に補間されることを特徴とする、請求
項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記バイトスプリント（１）の構築の間に、前記ガイドされたバイトスプリント（１）
の前記仮想３Ｄモデル（１３）の表面が、前記対向する顎（４）が、画定された範囲内で
、前記仮想咬合器モデル（８）における前記少なくとも一つのガイド（３）に沿って移動
する限り、前記対向する顎（４）の前記３Ｄモデル（６）の表面点が実質的に貫通されな
い程度に、減少されることを特徴とする、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ガイドされたバイトスプリント（１）が、ＣＡＭ機械（３８）などの減法製造法を
使用して、または３Ｄプリンタなどの付加製造法を使用して、前記バイトスプリント（１
）の前記構築された３Ｄモデル（１３）に従って完全に自動的に製作されることを特徴と
する、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記対向する顎（４）用の前記少なくとも一つのガイド（３、３０、３１）が、コンピ
ュータの支援によって自動的に構築され、前記ガイドされたバイトスプリント（１）が、
ＣＡＭ機械（３８）などの減法製造法を使用して、または３Ｄプリンタなどの付加製造法
を使用して、前記バイトスプリント（１）の前記構築された３Ｄモデル（１３）に従って
完全に自動的に製作されることを特徴とする、請求項１～１１のいずれか一項に記載の方
法を使用して製作されたガイドされたバイトスプリント（１）。
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【請求項１３】
前記対向する顎（４）の前記ガイド（３、３０、３１）が、請求項６～１１のいずれか一
項に記載の前記少なくとも一つの移動プロファイル（１９、２０、２１、２２、２３）を
使用して、少なくとも一つのガイドポイント（１４、１５、１６）で構築されることを特
徴とする、請求項１２に記載のガイドされたバイトスプリント（１）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　ＵＳ２０１５０２３８２８０Ａ１号は、顎矯正のために顎を位置決めするための装置お
よび方法を開示し、治療計画が提供され、歯科装置の仮想モデルは患者の二つの顎を再配
置するように構成された第一シェルおよび第二シェルを含む。第一の要素は上部シェルに
取り付けることができ、第二の要素は下部シェルに取り付けることができ、二つの要素は
互いに接触して、二つの顎の所望の変位をもたらす。
　ＥＰ１５１６６０４Ａ１号は、上顎スプリントおよび下顎スプリントを有する口腔内治
療装置、好ましくはいびき治療装置を開示し、二つのスプリントは固定ロッドで関節形式
で互いに接続されている。
　既知の方法の一つの不利点は、ガイドされたバイトスプリントのガイドが、手動の再加
工によって後に加えられることである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　ガイドされたバイトスプリントの３Ｄモデルは、コンピュータの支援によって自動的に
計算されるが、ガイドされたバイトスプリントは、支持顎上の画定された接触領域を覆い
、少なくとも一つの局所の咬頭先端が対向する顎の少なくとも一つの歯の支持点として画
定されているという条件を満足しておく必要がある
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